
 制作が大好きなひつじ組の子どもたち。毎日、空箱を見つけると何か
作れるかな？と考えています。ジュース屋さんが始まり、「本日はジュ
ース屋さんです。」「飲みに来てください。」と部屋中で呼びかけている
友だちを見て長蛇の列ができていました。楽しそうな様子にみんなで
取り組みたい気持ちになり、話し合う中で他にも「ドーナツを作るのは？」
「アイスも良いんじゃない？」と広がっていきました。その結果、動物と
触れ合える“動物カフェ”をすることになりました。みんなで話し合う
ことを大切にしながら必要な物を作って準備し、日々楽しく取り組んで
います。みんなで目的を共有しながら、自分たちの考えを出し合い、遊びを
進めていく喜びを存分に感じてほしいと思います。話し合いの中では
自分の考えを伝えることや友だちの考えを聞くことで、イメージも広がって
いるように思います。どんな動物カフェになるのか楽しみです。 
 今月は『子どもの日・花の日礼拝』があります。神さまがくださった 
いのちや、一人ひとりが愛されて守られていることに気づき、感謝 
して喜びいっぱいで礼拝を守りたいです。また、身近な方々にいつも 
見守られ支えてもらっていることを知り、感謝の気持ちを伝えたり、 
心のこもったカードを作って気持ちを伝えに行ったりしたいと思います。 

気温が上がり、じめじめと汗ばむ季節がやってきましたが、子どもたちは
元気いっぱい過ごしています。先月から取り組んでいるコンサートごっこ
では、お客さんを招待する日が決まり、気持ちも盛り上がっています。 
子どもたちから合奏や歌、ダンスをしたいという話があり、曲目や振り
付け、ホールの使い方等をみんなで一緒に考えました。最初はイメージが
膨らまず戸惑う姿がありましたが、やってみたいことや表現したいことを
子ども同士で少しずつ話し合い、音楽に合わせて一緒に体を動かしたり、
感じたことやアイディアを共有したりすることを繰り返す中で具体的な
イメージを持ちながら楽しんで参加する姿が見られるようになりました。
また、応援グッズや招待状、看板など必要な物をグループで作っている時も
やり方を決めたり、作るための準備物を考えたり、実際に作り進める
ことも自分たちで話し合って決めようとする姿が見られました。自分の
思いを言葉で表現することで気持ちがぶつかることもありますが、
関わりの中で子どもたちの伝えたい思いを聞こうとする姿、相手の
気持ちに気づき、受け入れようとする姿を大切にしながら過ごして
いきたいと思います。 
 今月は、『子どもの日・花の日礼拝』があります。神さまからいのちを 
与えられ、愛され守られて育ってきたことを感謝して礼拝を守ります。 
布や切り紙で花を作り、メッセージを添えてカードを作り、日頃 
お世話になっている方々へと届ける予定です。グループの友だちと 
相談しながら、贈る相手のことを思って協力して作りたいと思います。 
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気温が上がり、じめじめと汗ばむ季節がやってきました。園庭や大学の
森から入室して帽子を脱ぐと「うわ～汗でビチョビチョだ～」と教えて
くれたり、汗で髪の毛がピョンとはねている友だちを見つけて「はねて
るよ～」と言いながら手で整えてあげる優しい姿が見られたり、暑い中
でも元気いっぱい体を動かして楽しんでいます。 
 春の遠足では関西学院大学上ヶ原キャンパスまで歩いて行きました。
広い芝生に到着すると斜面に寝転がり、「コロコロ～」と全身を使って
転がったり、しっぽ取りをしたりするなどのびのびと体を動かして遊ぶ
姿が見られました。また、芝生にしゃがみ込み、シロツメクサの花や葉っぱを
たくさん摘んで花束のようにし、「みてみて！かわいいでしょ？」と友だちや
保育者に得意気に見せ、春の自然に触れながら楽しむことができました。 
お弁当の時間になると「やったー！」と喜びを表現しながら自分のシートを
広げ、園外での初めてのお弁当を嬉しそうに食べていました。 
 今月はお店屋さんなど、ごっこ遊びを楽しむ予定です。子どもたちと
どんなお店をしたいか、何を作りたいかなど一緒に考えながら進めて
いきたいと思います。また、『子どもの日・花の日礼拝』では、一人ひとりが
神さまに愛され守られていることに感謝し、いつもお世話になって 
いる方々に思いを込めて作ったカードを届けに行きたいと思います。 

 

    クッキングで米粉の 

いちごカップケーキを作った 

時のことです。 
 

Aくん「先生、これめっちゃおいし 

かった！」 

Bくん「お家で作ろう！」 

Cくん「僕は、お家で作らへんで！ 

お店で作って、売ってお金 

持ちになるわ！」    
 みんなでおいしいケーキを作る 

ことができ、自信たっぷりの  

Cくんのかわいいつぶやき 

でした。 

 

お昼寝のベッドの 

準備や片付けを毎日手伝って 

くれる子どもたちです。 

息を合わせてベッドを持ち上げて 

から運ぶのですが、ある日から・・・      
Aちゃん「○○ちゃん、一緒に運ぼう」 

Bちゃん「いいよ！」 

Aちゃん「じゃ、いっせーのので！！」      
この時からひつじ組で息を合わせる 

かけ声は『いっせーのので！！』です。    
タイミングがつかみやすい 

画期的なかけ声です！！ 
 

戸外で虫探しを 

していた時のこと。砂場の 

おもちゃのじょうごを手に持ち、 

穴を覗きながら・・・ 

Aちゃん「ダンゴムシいるかな～？」 

Bちゃん「いるかな～？」と、 

じょうごを虫眼鏡に見立てていた２人。 

 じょうご越しに世界を覗き込み、 

小さな虫を見つけようと夢中に 

なっている姿がかわいらしく、 

ほっこりしました。 
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